第２学年　　　道徳指導案
１　主題名　「ともに生きる社会」　【４－（２）公徳心、社会連帯の精神】
２　資料名　「迷惑とは何ぞ」：出典「中学生の道徳 ２年 自分を考える（廣済堂あかつき）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観
　　　社会生活を営む上では、だれもが守らなければならない「道」が存在する。それを公徳と呼び、私たちは、多くの人々が共有する場では、決して私益を優先させてはならないと学んできた。しかし、公共の場では、単に自己本位な行動を控えるだけでよいのではない。多くの人々と共有するその場を、よりよい場にしようとする積極的な意志と行動がなければならない。いかなる人間も互いに支え合い、協力し合って生きていることを自覚し、公徳の心とともに社会連帯の大切さを理解し、積極的によりよい社会をつくろうとする意欲を育むきっかけとしたい。
（２）生徒の実態
本学級の生徒は、公共の場における身勝手な行動が迷惑であることをおよその社会通念としては理解しているが、常に自覚的に自制できているとは言えない。また、迷惑という観念についての認識もあやふやであり、「自分のことは自分だけの問題で、他の人には関係ないから何をしても迷惑ではない」あるいは「人との接触をしなければ迷惑はかからない」というような短絡的な発想をもつ生徒もいる。ここでは、迷惑とは何かを考えながら積極的に人の痛み・重荷にかかわることの大切さを話し合わせることで、互いに協力し合い、励まし合い支え合うことで、個人の向上と社会の発展とが矛盾しない形で生まれることを実感・自覚させ、進んでよりよい社会づくりにかかわろうとする積極的な生き方を探らせたいと考えた。
（３）資料とその活用について

「車輪の一歩」という映画を通して筆者が語る「迷惑」についての考察からねらいに迫る資料である。映画に登場する車椅子の少女の、変容していく心の動きに着目することで、社会における「迷惑とは何か」について深く考えることができる。また、「迷惑をかけない」ことの裏側に、「人に協力したくない」という冷酷さがひそんでいないかという筆者の指摘は、とかく自分には関係ないこととして人とのかかわりを避け、面倒なことを素通りしがちな生徒に社会連帯の大切さを強く訴え、自己の生き方・在り方を深く考えさせるものである。

生徒とともに、ただ「迷惑をかけない」生き方ではなく、社会の一員としての自覚をもち、助けを必要とする人に進んで手を差しのべられる積極的な生き方を模索し、公徳心・社会連帯の大切さをわからせたい。
（４）本時と他教科・他領域との関連
①教科　（国語）「補助犬とともに」　　　　　（社会）「江戸幕府の成立と東アジア」
　　　  　　（英語）「Unit5 A Park or a Parking Area」「Let's Read3 Can Anyone Here Me?」
　　　　（音楽）「合唱練習」
②特別活動 「生徒会ボランティアⅠ・Ⅱ・Ⅲ」「部活ボランティア」
　　　　　　　 「学年ボランティア」
               「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」
       　　「校区美化活動」「職場体験学習」「学校祭」「野外教室」
③総合的な学習の時間「職業について学ぼう」「学校祭を成功させよう」「野外教室を成功させよう」

④道徳　「進んで社会のために尽くす心」資料：「愛されるデンさん」
            「働く姿勢　働くとは？」資料：「僕たちの出発」
    「お互いに気持ちよい社会に」資料：「傘の下」

　　「社会生活の中の守るべき道　心がけ一つ」資料：「ごみ箱の中の町」

　　「よりよい社会の実現」資料：「地下鉄で」

　　「奉仕の精神」資料：「ぼくにできること」

　　「ともに生きる社会」資料：「迷惑とは何ぞ」（本時）

４　本時のねらい
迷惑とは何かを考えながら積極的に人の痛み・重荷にかかわることの大切さを話し合わせることを通して、社会連帯の自覚を深め、互いにいたわり助け合う、よりよい社会をつくろうとする実践意欲を培う。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	　価
　値
　へ
　の
付方

け向
	１　人は一生の内，どこかで人の力を借りることに…。どんなときか…。（５分）
・あかちゃん。　　　・お年寄り　　　　・病気の人
・障害をもつ人。
	・人は，一生の内，人の力を借りて生きるときが必ずあることに気づかせ，ねらいとする価値へ方向づける。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　語りを聞き、話し合う。（１０分）
1 
・人々の冷たい視線から守りたいという思い

・人に迷惑をかけたくないという思い

・不快な目には遭わせたくないという思い

・何かするたびに人の手を借りなければならないのがつらい。
2 
ア：人の援助を受けるのは、手をさしのべてくれた人にとって迷惑ではない。 →困っている人を支えたい。 

イ：人に助けを求めることは、恥ずかしいことでも遠慮しなければならないことでもない。

ウ：勇気を出して社会の中に飛びこんでいくことは大切である。

エ：いろいろな人々のアドバイスや助けの大切さに気付いた。
②'
ア：本人がしたくてしている。→困っている人を放っておけない。

イ：助けを求めることは必要なことだから。→困ったときはお互い様

ウ：自分からも積極的に行動しなければならないと感じたから。

エ：いろいろな人に助けられ、精一杯生きる意味に気付いたから。
②”
・よい社会を作っていくのは自分自身であると感じた。

・助ける側として、助けを必要とする人に進んで手を差しのべることが大切だと気付いた。
	・①では、人の力を借りざるを得ない弱い立場に共感させ、人々が迷惑を感じることへの受け止め方を、母親の気持ちを通して、想像させる。
・②では、「共に生きる」ことの大切さに気づき始めた少女の気持ちの変化を十分に考えさせる。
・多様な発言を板書にまとめ、級友の価値観から学びやすくする。
・②'で分類整理した価値観の中から、自分の価値観に近いものを選び、理由を自己に問うことで、自己の価値観の自覚を深める。
・②”では、級友の発言で学んだことを出し合わせ、自己の価値観の自覚を一層深める。

	自
己
の
生
き
方
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自
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	３　話し合ってきたことをもとに自分のこれまでの生活を振り返る。
　・東日本大震災で苦しんでいる人たちのために、多くのボランティア活動が行われている。
　・学校生活で、給食の準備中におかずをこぼしてしまった。友達は「困ったときはお互い様だよ」と声をかけてくれた。
	・３では、「支え合う」ことや「お互い様」など、生徒が見つけた言葉を生かして、まずは授業者から価値が実現されている例を示す。

	終末
	４　「うばい合えば」「わけ合えば」をもとに、まとめをする。（５分）
 
	・互いに支え合い、協力し合う社会の大切さに気付かせる。


６　評価

人は互いに支え合って生きていることを自覚し、よりよい社会をつくろうとする実践意欲が見られたか。
人の力を借りないと生きることができない人って，どんな人か…？





少女の母親は、どんな思いで少女を家に閉じこめていたのでしょう？（５分）





外に出ようとしなかった少女が、一人で道行く人に助けを求めることができたのはどんな思いからでしょう？（１０分）





ア～エのうち自分の考えに一番近いのはどれですか？そう考えた理由も発表しましょう。（５分）





級友の意見を聞き、感じたことを発表しましょう。（５分）





「支え合う社会」「お互い様」をキーワードにし、自分たちの周りでこのようなことが実現されている例を見つけてみましょう。（５分）





相田みつを氏の詩「うばい合えば」「わけ合えば」をみんなで読みましょう。








